
【令和４年３月１８日までの状況】 

分類 ご意見 反映状況 

外出自粛等に

ついて 

 

・外出自粛や県外との往来自粛を要

請すべきだ。 

など（４３４件） 

 

・イベント自粛を要請すべきだ。 

など（３３件） 

 

・マスクの着用など感染防止対策

を徹底すべきだ。 

・不織布マスクの着用を徹底すべ

きだ。 

など（９５件） 

 

・一部業種について営業自粛を要請

すべきだ。  【R2.7 月,11~12 月】 

        【R3.1,8 月】 

など（１８８件） 

 

・大型連休（お盆休み・年末年始な

ど）に他県からの往来がないよう対

策をとるべきだ。 

【R2.4 月】【R3.4 月】【R2.8 月】 

【R2.11 月】 

     など（１６１件） 

・他県からの往来は観光客だけで

はない。強硬な対策はとるべきでな

い。                 【R2.4 月】 

など（３３件） 

 

・緊急事態宣言を発令すべきだ。 

・蔓延防止等重点措置を実施すべ

きだ。 

【R2.8~12 月】【R3.1~2 月】 

【R3.5,8,10 月】【R4.2 月】      

など（１１７件） 

 

・新しい生活様式の実践、高齢者が利用

する福祉施設の感染防止策の徹底、接待

を伴う飲食店（キャバクラやホストクラ

ブなど）への出入り自粛のお願いなどに

ついて、テレビ、ラジオ、新聞、ＨＰな

どを通じて必要なメッセージを発信し

ました。 

・一部業種について営業自粛の要請を

行いました。 

・岡山桃太郎空港やＪＲ岡山駅等にお

いて、外出自粛や３密を避ける注意喚起

などの啓発を行いました。 

・県民の皆さまへ接触確認アプリ

（COCOA）の登録をお願いしていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・医療現場で看護師が不足しているこ

とから、現在就業されていない看護師の

皆様へ、現場への復帰をお願いしまし

た。【R3.5 月】 

・飲食店の感染防止対策を見える化す

るセルフチェックシートを作成しまし

た。【R3.6 月】 

・県民が安心して利用できる外食環境

の整備に取り組むため、県内の飲食店又

は喫茶店における感染防止対策につい

て、現地調査を行った上で、一定の基準

に適合する店舗を認証する飲食店感染

防止対策第三者認証事業を実施してい

【接触確認アプリ（COCOA）】 

 本人の同意を前提に、スマートフ

ォンの近接通信機能（ブルートゥー

ス）を利用して、互いに分からないよ

うプライバシーを確保して、陽性者

と接触した可能性がある場合に通知

を受け取ることができるアプリ。 



・緊急事態宣言を解除すべきでな

い。       【R2.5 月】【R3,6,9 月】 

など（７５件） 

・緊急事態宣言を解除すべきだ。 

【R2.5 月】【R3,6 月】 

など（１０件） 

 

・飲食店への時短要請の対象地域

を拡大すべきだ。 

【R3.5,8,10 月】      

など（１７件） 

・時短要請の対象業種を拡大すべ

きだ。短縮時間を強化すべきだ。 

【R3.8,10 月】      

など（１５件） 

 

・一部業種への立ち入り検査を実

施すべきだ。         

【R2.7 月】【R3.4~6 月】 

【R4.2 月】 

      など（１５件） 

 

・施設における感染防止対策を徹

底すべきだ。        【R2.8 月】 

など（２件） 

 

・自宅療養者の感染防止対策を徹

底すべきだ。    【R3.1 月】 

など（８件） 

 

・感染防止対策へ罰金を導入すべ

きだ。       【R3.1 月】 

など（５件） 

 

・配慮が必要な人もいる。マスク

の着用を強要するような、行き過

ぎた感染防止対策をやめるべき

だ。 

ます。【R3.8 月~】 

・飲食店等に対し感染防止対策の徹底

や時短要請への協力を呼び掛けるため、

職員が見回りを実施しています。 

・オミクロン株の急速な感染拡大が全

国的に進む中、本県においても病床使用

率は未だ低いものの、新規陽性者数が急

速に増加していることから、令和４年 1

月 13 日から「オミクロン株特別警戒期

間」として、会食は４人以下２時間以内

など新たに定めた「４つの岡山ルール」、

「マスクコード」等の実践について、高

い緊張感を持った基本的な感染防止対

策の徹底を要請しました。【R4.1 月】 

・令和 4 年 1 月 27 日から県内に「まん

延防止等重点措置」が適用されたことを

受け、第三者認証事業の認証店か否かに

区分した、飲食店等への営業時間の短縮

や酒類提供停止等の要請、集客施設等へ

の感染防止対策の徹底要請、イベント開

催制限に関する要請など、感染拡大を封

じ込めるための強力な措置を講じまし

た。【R4.1-3 月】 

 



【R2.10~12 月】【R3.1~6 月】など

（９件） 

 

・県内企業のテレワークを推進す

べきだ。 

など（３件） 

 

・公共の場（公園、公共交通機関

など）での飲酒を禁止すべきだ。 

など（２件） 

・飲食店利用者のモラル向上を促

す取組をすべきだ。【R3.10 月】 

など（１件） 

 

 

イベント 聖火リレーは中止すべきだ。 

【R3.5 月】 

など（２０件） 

公道でのリレーは実施しないことと

し、感染対策を徹底した上で、ランナ

ーによるトーチの受け渡しと、無観客

での点火セレモニーを実施しました。 

検査・医療体

制等について 

病床数、ＰＣＲ検査体制等を拡充す

べきだ。 

など（１１８件） 

・ＰＣＲ検査は医師が必要と判断

した者のみに限定すべきだ。 

など（３件） 

・ＰＣＲ検査の対象を拡大すべき

だ。 

など（１４件） 

・コロナ専用病棟、野戦病院、酸

素ステーションなどを整備すべき

だ。 

など（８件） 

・宿泊療養施設は県北にも開設す

べきだ。       

など（１件） 

・帰省者へ無料の PCR 検査を実施

すべきだ。    など（１件） 

・ＰＣＲ無料検査を継続すべき

・検査、医療体制の拡充を進めていま

す。 

確保病床数       ５５４床 

（2 月 1 日時点） 

宿泊療養施設      ６２９室 

（2 月 1 日時点） 

人工呼吸器 県内保有数 ７４６台 

（2 月 1 日時点） 

ＥＣＭＯ 県内保有数   ３６台 

（2 月 1 日時点） 

・検査査体制を強化するため、県内３カ

所に屋外検体採取センターを開設しま

した。 

・医療機関や福祉施設においてクラス

ター等が発生した場合に、速やかに対策

を講じられるよう、専門家チーム（医療・

看護師等）を派遣する体制を構築しまし

た。 

・発熱などの症状がある方が、身近な医



だ。      など（１５件） 療機関で相談、診療、検査を受けられる

よう、発熱患者等「診療・検査医療機関」

及び「受信・相談センター」の運用を開

始しました。 

・福祉施設で感染者が集団発しした際

に、施設間で応援の職員を相互派遣する

態勢を構築するため、県内の福祉施設関

係４団体と覚書を締結しました。 

・新型コロナウイルス変異株への監視

体制を強化するため、全ての感染経路に

ついて、変異株スクリーニング検査を実

施しています。 

・新規感染者のさらなる増加に備える

ため、新たな宿泊療養施設を倉敷に整備

しました。現在開設中の岡山の２施設の

運用も継続しています。【R3.8 月】 

・新規感染者の急増に伴い、宿泊療養施

設や自宅での療養者が夜間の急変し、救

急搬送される事案の増加が懸念される

ことから、岡山県精神科医療センター内

の一時療養待機所を再稼働させました。 

【R3.8 月】 

・増大する県保健所業務の負担軽減を

図り、感染拡大防止のための積極的疫

学調査に注力できるよう、自宅療養者

の健康観察業務を民間に委託すること

としました。【R3.8 月】 

・重症化の抑制に効果があるとされて

いる中和抗体薬について、短期間の入

院中に投与し、その後は宿泊療養施設

で療養していただく試行的な取組を進

めることとしました。【R3.8 月】 

・健康上の理由等によりワクチンを接

種できない方が、ワクチン・検査パッケ

ージを利用する場合などの PCR 検査を

無料で実施することとしました。 

【R3.12 月】 

・オミクロン株の急激な感染拡大によ



る検査数の急増に伴い、行政検査の円

滑な実施に影響を及ぼしていること、

また全国的に検査キット等が品薄とな

っていることから、感染拡大傾向時の

一般検査事業については、当分の間休

止することとしました。 

【R4.2 月】 

・年齢など重症化リスク因子の有無に

より、症状の経過が大きく異なるオミ

クロン株の性状に鑑み、県保健所にお

ける疫学調査及び自宅療養者健康観察

のさらなる重点化を進めました。【R4.2

月】 

・オミクロン株の科学的知見に基づく

国通知が発出され、濃厚接触者の待機

期間が短縮されることとなりました。

また、地域の社会機能を維持するた

め、例外的な取扱いとして、社会機能

維持者については検査が陰性であった

場合には、待機期間の終了前に待機を

解除できることとしました。【R4.2

月】 

・オミクロン株の感染急拡大により、

外来診療がひっ迫していることから、

患者自ら抗原定性検査キットで検査し

て医療機関を受診した場合や、濃厚接

触者が有症状となり医療機関を受診し

た場合に、医師の判断により確定検査

を省略できることとしました。【R4.2

月】 

 

新型コロナワ

クチン接種に

ついて 

・ワクチン接種の従事者・会場を

拡充すべきだ。 

など（２５件） 

・接種の順番には優先順位をつけ

るべきだ。 

など（８件） 

・接種したくない人もいる。接種

・ワクチン接種に関する専門的相談に

応じる県相談窓口を開設しました。 

・予約受付の利便性と、医療機関での予

約管理業務の効率化を図るため、岡山県

共通ワクチン予約システムを構築し、運

用を開始しました。 

・ワクチン接種に向け、医療機関向け説



は希望者のみにすべきだ。 

・小中学生への集団接種は実施す

べきではない。 

など（１８件） 

・一般接種を早期に開始すべきだ 

          など（４件） 

・若い世代への接種を促進させるべ

きだ。 

など（８件） 

・受験生などには優先的に接種させ

るべきだ。 

など（１件） 

・県内企業でのワクチン休暇の取得

を促進すべきだ 

          など（１件） 

・ワクチン未接種者が差別されない

よう対策を講じるべきだ。 

【R3.10-12 月】   など（２０件） 

・ワクチン未接種者への差別禁止

の条例を制定すべきだ。 

【R3.9-12 月】 

など（５件） 

・ワクチンパスポートは差別を助長

するので導入すべきではない。

【R3.10-12 月】 

など（３件） 

・ワクチンパスポートの代わりにな

る、陰性証明書の発行に係る費用

（PCR 検査費用等）は無料にすべき

だ。【R3.10-12 月】     

など（３件） 

          

明会、接種施設向け説明会、職域接種企

業・大学向け説明会を順次開催していま

す。 

・県営ワクチン集団接種会場を開設し、

医療・介護従事者のほか県警職員や教職

員・保育士等への接種を進めてきました

が、こうした職種への接種がほぼ完了

し、企業や業界団体による職域接種、大

学拠点の接種も順次進められているこ

とから、不特定多数の方と接する機会が

多い飲食業や理美容業、職員寮などで密

な環境になりやすい外国人労働者を対

象にワクチン接種を促進することとし

ました。【R3.8 月】 

・10 月 15 日から 31 日までを「ワクチ

ン接種ラストスパート期間」と定め、若

年層をメインターゲットにワクチン接

種の促進を図りました。【R3.10 月】 

・働く世代の接種をさらに促進するた

め、県医師会館で、夜間のワクチン接種

を実施しています。【R3.10 月】 

 

経済対策につ

いて 

・ＧＯＴＯキャンペーンは、感染が

拡大しつつある今は、実施すべきで

はない。     【R2.7~9 月】 

など（１９件） 

 

・ＧＯＴＯキャンペーンを実施

・感染拡大地域への不要不急の旅行は、

できるだけ控えること、県外との往来に

ついては、往来先の感染状況等を踏ま

え、感染防止に向けた特段の注意をする

よう県民へ呼びかけました。 

・県内の感染状況等を踏まえ、県民を



（再開）すべきだ。    

【R2.8 月,10 月】【R3.2~3 月】        

など（８件） 

 

・ＧＯＴＯキャンペーンを中止す

べきだ。     

【R2.10~12 月】【R3.4,8 月】 

など（３８件） 

 

・ＧＯＴＯキャンペーンは地域ブ

ロック別や、テイクアウトの利用

も適用にするなど、工夫して実施

すべきだ。     【R3.2~3 月】 

など（１件） 

・ＧＯＴＯイート食事券の使用期

限を延長すべきだ。 

【R3.10,R4.1-2 月】 

         など（1２件） 

 

対象とした宿泊割引「おかやま旅応援

割」、「おかやまプレミアム付き交通

券」、「ＧＯＴＯイート食事券」の販売

を停止しました。【R3.8 月】 

・県内の感染状況等が改善したことを

踏まえ、県民を対象とした宿泊割引

「おかやま旅応援割」、「おかやまプレ

ミアム付き交通券」、「ＧＯＴＯイート

食事券」の発売を 10 月 1 日から再開

しました。【R3.10 月】 

・県内の感染状況等を踏まえ、県民を

対象とした宿泊割引「おかやま旅応援

割」の販売を停止しました。【R4.1

月】 

 

 

経済支援につ

いて 

・県独自の事業者支援を行うべき

だ。      など（６０件） 

 

・「飲食店等一時支援金事業」は、

適用対象となる事業者を拡大すべ

きだ。【R3.3~4 月】【R3.10 月】 

など（５件） 

 

・「岡山県時短要請協力金」は、適

用対象となる事業者を拡大すべき

だ。【R3.5~6 月】 

など（３件） 

・国の一時支援金の給付対象にならず、

長期にわたり厳しい経営状況が続く県

内事業者を対象に、国の制度を補完する

「飲食店等一時支援金」を創設しまし

た。  

・経営革新計画を策定し、計画に基づく

デジタル技術を活用した新たな取組を

行う中小企業を対象に、「デジタル化推

進（経営革新）事業補助金」を創設しま

した。 

・飲食店等への時短・休業要請、大規模

集客施設への時短要請に伴い、要請期間

中の全ての日において、全面的に協力し

ていただいた事業者への「岡山県時短要

請協力金」、「岡山県大規模集客施設協力

金」の支給を実施しています。 

寄付金の創設

について 

・感染症対策のための寄付金を創

設すべきだ。【5 月】 

など（６件） 

・感染拡大防止策や医療提供体制の整

備、地域経済の維持等に活用する「おか

やま助け合い寄附金」を創設しました。 



学校等につい

て 

 

・全国で感染が進んでいる。学校を

休校にすべきだ。   

 【R2.4~5 月】【R3.5,8 月】 

など（３８９件） 

・オンライン授業を実施すべきだ。   

 【R2,4~5 月】【R3.8 月】 

など（５５件） 

・部活動や学校行事などを自粛す

べきだ。     【R3.4-8 月】 

など（１６件） 

 

・学校を早期再開すべきだ。 

【R2.5 月】 

など（１６件） 

 

・学校における感染防止対策を徹底

すべきだ。 

など（２２件） 

 

・９月新学期制は導入すべきではな

い。               【R2.5~6 月】 

など（２０件） 

 

・９月新学期制を導入すべきだ。 

【R2.5~6 月】 

など（２件） 

 

・配慮が必要な生徒もいる。マス

クの着用を強要するような、行き

過ぎた感染防止対策をやめるべき

だ。       【R3.4-6 月】 

など（５件） 

 

 

・感染の拡大状況や有識者からのご意

見等を踏まえ県立学校等の休校措置を

講じました。 

・９月新学期制については、社会、経済、

地域に様々な影響を与えることから、各

界を交えた丁寧な検討を今後も進め、結

論を得るよう全国知事会を通じて国へ

提言しました。 

・児童生徒の１人１台端末や、校内通信

ネットワークの整備などを早急に進め

ています。 

・熱中症に配慮した上でのマスク着用、

手洗いの徹底、教室等での三密防止な

ど、感染防止策を講じました。 

・令和 4 年 1 月 27 日から県内に「まん

延防止等重点措置」が適用されたことを

受け、授業について、感染者が確認され

た場合は、ただちに学級閉鎖を、感染の

広がりが考えられる場合は、学年閉鎖、

学校全体での臨時休業等を行い、速やか

にオンライン授業に切り替えることと

しました。【R4.1-3 月】 

・登校について、児童生徒及び同居の家

族に風邪症状がある場合は、発熱等がな

くても登校させない。また、時差通学を

検討することとしました。 

・学校行事等について、各校の児童生徒

等の実態に応じて、延期や中止、規模を

縮小しての実施の判断を行うこととし

ました。【R4.1-3 月】 

・部活動について公式な大会等が控え

ている部を除き活動を行わないこと、対

外試合や合宿は行わないこととしまし

た。【R4.1-3 月】 

情報の公表等

について 

・他者へ感染させないために、感染

者情報をもっと公表すべきだ。 

・個人が特定されてしまう。感染者

の情報を公表しすぎなのでは。 

・感染者情報については、感染者への風

評被害や誹謗中傷を防ぐため、個人が特

定されることのないよう特段の配慮を

行った上で、感染症のまん延を防ぐた



など（５８件） 

・クラスターが発生した施設、学校、

店名を公表すべきだ。    

   【R2.7~11 月】【R3.1 月】 

【R4.2 月】 

など（３２件） 

・コロナ差別・誹謗中傷を防止す

べきだ。【R2.8~11 月】【R3.10】 

など（１８件） 

・感染予測を発表すべきだ。 

【R3.8 月】 

など（２件） 

・感染者情報にはワクチン接種の

有無も公表すべきだ。 

など（１件） 

め、必要な範囲の情報を早期に公表して

います。 

・感染者やその家族、医療関係者等への

差別・誹謗中傷は絶対にしない「ダメ！

コロナ差別」啓発キャンペーンを実施し

ています。テレビ、ラジオ、新聞、ＳＮ

Ｓなど様々な媒体を通じてメッセージ

を発信しています。 

 

 


